
ウェルネスバレーから
医福工連携へのお誘い
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大府市・東浦町 ウェルネスバレー推進協議会
大府市 産業振興部 ウェルネスバレー推進室長

戸田稔彦

愛知県大府市 おぶちゃん 東浦町観光協会キャラクター

「おだいちゃん」
愛知県東浦町
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お話させていただくこと

１．ウェルネスバレーのご紹介

２．医福工連携マッチング・アイデアボックスについて

３．御参加の皆者への期待

４．まとめ
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指定介護老人福祉施設
愛厚ホーム大府苑

げんきの郷（JA直売所）
年間200万人来場

あいち健康プラザ

あいち健康の森公園

認知症介護研究・

研修大府センター

国立長寿医療研究センター
（国で唯一）

あいち健康の森薬草園

介護付有料老人ホーム
フラワーサーチ大府

住宅型有料
老人ホーム
さわやかの丘

介護老人保健施設
ルミナス大府

あいち小児保健医療総
合センター（県唯一）

ウッドビレッジ
木造住宅に特化した住宅展示場
（日本唯一）

大府市

東浦町

広域連携「ウェルネスバレー」
「あいち健康の森とその周辺地区」
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約10ha

ウェルネスバレー基本計画と土地利用計画

健康長寿をテーマとしたゾーニングを実施し、一大拠点形成を目指す。

医療・福祉・健康関連
施設・研究所の誘致

民間事業者による事業展開
誘発、優良農地の有効利用

健康長寿関連産業
（工場）等の誘致

約122ha

約39ha
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健康長寿機関や関連施設の集積
・国立長寿医療研究センター （高齢者医療に関する世界トップレベルの機関）
・あいち小児保健医療総合センター （愛知県で唯一の小児医療病院）
・様々な介護施設

ウェルネスバレーの特徴

産学官連携「エコシステム」「医福工クラスター」を形成
・ウェルネスバレー推進協議会設立（2011年）

健康長寿機関・施設

産業界 行政機関

事務局
大府市ウェルネスバレー推進室・東浦町企画政策課

協議会会長：荒井 秀典
（国立長寿医療研究センター
理事長）

「幸齢社会」の実現・「健康寿命」の延伸
「ここで子どもを育てたい」「ここで暮らしたい」と思える社会
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アイデアボックスを活用した医福工連携マッチング
～良質な医療・福祉へのアクセス環境整備に資する機器開発、実証、製品化への後押し～

医療・福祉機関の課題解決と企業の試作品・新商品開発を同時に実現

市・町外企業も参加可能

マッチング

ニーズ
提出

閲覧・
検索・
選定

実証事業

製品・サービス化

大府市ウェブサイト
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福祉関係機関の現場ニーズ

令和２年度までのニーズを掲載中。
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令和３年度版の現場ニーズ
https://www.city.obu.aichi.jp/wv/torikumi/1021517/index.html
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アイデアボックスを起点とした支援フロー

企業は事業戦略、開発
力等から製品化したい現
場ニーズを選択

➡ 事務局に事前相談

企業と事務局が事前協
議（事業戦略、技術開発力、製

品イメージ、販路等）

➡ 提案者・機関と調整
※この段階でお断りする場合もあります。

企業は提案者・機関と
面談。［CD、事務局が同席］

➡ 試作・実証の判断

マッチング

［Step 2］ ＜事前相談＞ ＜マッチング＞

＜製品開発ニーズの選択＞

現場ニー
ズの入手

ウェブ、イベントで公表、
ネットワーク機関と共有

企業はニーズ（対象者、場面、

課題、ソリューションイメージ）を入
手

［Step 1］ ＜現場ニーズの発信＞

企業は事務局に実証事
業計画書の提出、活用
料の納付

企業は試作品の開発、
実証［CD、事務局が同席］

➡ 秘密保持契約等の締結、
CDによるハンズオン支援

企業による製品化・上市

➡ 事務局はWVブランド
の認定、イベント等での
展示、HPで発信

共同開発、
実証フィー
ルド活用、
販路開拓

［Step 3］ ＜実証フィールド活用＞＜実証プラン＞ ＜製品化・上市＞

WV地区の医療機関・福祉
介護機関の職場にアイデア
ボックスを設置

➡ 各機関の職員が現場の
ニーズを直接提案

CD、事務局が現場ニーズを
提案者にヒアリングし、精査
（市場性・新規性・社会性）

➡ データベース化・ウェブ掲載

＜現場ニーズの事前分析＞

（参考）現場ニーズ

(WV：ｳｪﾙﾈｽﾊﾞﾚｰ、CD：ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀ)
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2021年度の企業支援の現状

うち、
商品化 ２件
実証事業開始 ６件
連携事業開始 １件
※スタートアップ３件含む。 ※スタートアップへの支援開始：2021年度

マッチング件数
施設ニーズ アイデアボックス関連 ９件（予定含む）

非アイデアボックス関連 ２件
企業シーズ ７件

2022.2.10現在

https://www.city.obu.aichi.jp/wv/sodan/1021138.html（参考）事業紹介URL

※機密保持のため非公開案件あり。
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令和３年度共同開発・実証事業の取り組み事例

2021年12月10日 市プレスリリース
https://www.city.obu.aichi.jp/shisei/koho/pressrelease/1003447/1020397/1021090.html
2021年12月10日 愛知時計電機社プレスリリース
https://www.aichitokei.co.jp/news/202112obu/

・ウェルネスバレー地区内にある有料老人ホーム（さわやかの丘）の入居者様を対象にセンサーを設置。
・クラウドへ蓄積された水道使用量と生活データを解析することでフレイルを検知。
・高齢者の健康見守りシステム構築を目指す。

企業の共同研究・開発ニーズと地区内の介護施設とのマッチングも支援
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令和３年度連携事業の取り組み事例

2022年2月7日 市プレスリリース
2022年2月7日 musbun社プレスリリース

・musbun社は学生と福祉をつなぐウェブサイトを開発し、介護人材不足解消に取り組み。
・ウェルネスバレー推進協議会は、地区内の介護施設に紹介・マッチング
・なお、同社へは、県（PRE-STATION Ai）が支援。また、ジャパン・ヘルスケアビジネスコンテスト
2022アイデアコンテスト部門優秀賞受賞（経済産業省主催）

スタートアップと連携し、学生と地区内の介護施設とのマッチングも支援

特別養護老人ホーム

愛厚ホーム大府苑

東浦町

学生
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“グレーター”ウェルネスバレーのネットワーク

なごや福祉用具プラザ

ヘルスケアイノベーション推進会議

福祉用具機器・介護ロボット

地域版次世代ヘルスケア産業協議会・ガバメントピッチ 他

介護施設のICT・デジタル化

展示会出展・個別相談 等

広域ネットワークを活用し、国・県・団体等の機関との連携支援も可能。

スタートアップ

ウェルネスバレー推進協議会 介護施設 等



一緒に実現したい「まち」づくり
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多種多様な企業との連携と課題解決

「幸齢社会」の実現
・ 「ここで子どもを育てたい」
・ 「ここで暮らしたい」
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まとめ

ウェルネスバレー推進協議会の政策目標と特徴
・ 幸齢社会の実現、健康寿命の延伸に向けた「医福工」エコシステム

セミナー参加者への期待
・ 医福工連携マッチングへの参加（特に企業、スタートアップ）
・ ウェルネスバレー地区への進出・運営（特に企業、スタートアップ、介護施設）

https://www.city.obu.aichi.jp/wv/wv_info/1005998/1011819/index.html

アイデアボックスについてはこちら

皆様の強みを活かして協業してみませんか？
私たちとともにこれからの健康長寿社会を推進しましょう！

https://www.city.obu.aichi.jp/wv/wv_info/1005998/1011819/index.html

